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１ はじめに 

メンタルヘルス不調による休職は、多くの職場で増加し

ている問題である。特に、復職後の再発率は高く、統計に

よると５年以内に約47.1％が再発し1)、３回目の再発では

その率が90％に達する（図１参照2））。 

これは、復職判断が休職回数に関わらず一律の基準で行

われる構造的問題や、リワーク訓練における従来のアプ

ローチが実際の職場環境のストレスに対応できていないこ

とに起因すると考えられる。本論文では、再発防止策とし

てのメタ認知療法のリワークプログラムへの活用に焦点を

当て、その有効性を検証するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ うつ病にかかった回数と再発率 

 

２ 再発の問題と従来のリワークプログラムの限界 

メタ認知療法（Meta-Cognitive Therapy: MCT）は、

認知情報処理の観点から開発された認知行動療法である。

特に、治療法の命名にもあるようにメタ認知に焦点をあて

た理論を展開しており、適応的なメタ認知の機能を促進す

るための介入技法が数多く開発されているのが特徴的であ

る3)。 

MCTは、抑うつでは過去や未来に対する反復的な思考

であるネガティブな反すうや心配に対して働きかけること

を特徴としている。 

これまでリワークについては、医療機関で行う「医療リ

ワーク」、障害者職業センターで行う「職リハリワーク」、

企業内や従業員支援プログラム（EAP）などで行われる

「職場リワーク」に分けて考えられている4)。 

上記のリワークに加えて、障害福祉サービスの報酬改定

により、障害福祉事業者よる「福祉リワーク」も新たに社

会資源に加わった。リワーク支援の更なる普及となる一方

で、無資格でリワーク施設を運営できることから質の確保

に懸念があるとの見方もある。 

従来のリワークプログラムでは、認知行動療法が主流と

して用いられてきた。これは、低ストレス状況にあれば認

知の修正を通じて有効に機能する。しかし、復職後の実際

の職場での高ストレス状況においては、ネガティブな感情

によって想起される認知を修正する認知再構成法が困難で

あると考えられる。 

実際に、抑うつ状態が高まってもメタ認知的知覚の強さ

は変化しないことが認められている4)。再発リスクを軽減

する為には、ネガティブな認知や感情を否定するのではな

く、それらを認識し、望ましい行動へと繋げていくMCT
の活用が有効的と考えられる。 

 

３ メタ認知療法とリワークプログラムへの応用 

リワークプログラムにおいてMCTを活用することによ

り、自己の認知や感情をモニタリングしたり、ストレスに

対する思考や感情のコントロールスキルを身につけること

ができるとされている。 

具体的な訓練方法としては、①モニタリング・思考の抑

止：マインドフルネス瞑想、注意訓練、活動記録表を通し

た日常でのディタッチトマインドフルネス。②メタ認知療

法：D-MCT（うつ病のためのメタ認知トレーニング）モ

ジュール6)、面談を通した認知再構築法。③セルフコント

ロール：コミュニケーションプログラムを通した集団力動

の中でメタ認知療法を活用するための実践的トレーニング

をこれまでリワークプログラムとして実施してきた。 

 

図２ MCTの訓練ステップ 6) 
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また、リワークプログラムを実施する上では、支援を行

うスタッフのスキルトレーニングも必要となる。復職して

からの再休職予防のために行動療法的な集団プログラムで

は、ストレス場面での自己の課題が再現され、その際の行

動変容を促すようにスタッフが介入することが非常に大事

とされている5)。 

現場のスタッフについては支援を行う過程で、自分が知

らないことや、スキルがないことを自覚し、恐れ、不安、

混乱といった感情を経験し、無力感や無価値感を抱く7)と

されている。 

カウンセリングなどの支援を行う上で、スタッフが抱く

ネガティブな感情に対してもメタ認知療法を活用すること

が有効である。 

スタッフに対するカウンセリングスキルトレーニングに

おけるメタ認知療法の活用としては、①カウンセリング終

了後のフィードバックを通して、カウンセリング場面で生

じるスタッフ側の感情や思考プロセス、認知バイアスにつ

いてモニタリングし、把握していく。②注意訓練方法を用

いてスタッフが自身の主観や感情から離れて、クライアン

トの内的照合枠に注意を向けられるようにする。③クライ

アントの内的照合枠に対して共感できる箇所が無いか検証

していくことにより自身の準拠枠を確認し、共感的理解を

深めていけるようにしていく。 

リワークプログラムでMCTを実施する上で支援の実施

者であるスタッフについては「柔軟さ」を身につけていく

必要性が指摘されている6)。MCT実施者であるスタッフ自

身がネガティブな感情をセルフコントロールできるように

トレーニングを継続していくことにより福祉リワークで

あっても質の高いリワーク支援を提供できるようになると

考えられる。 

 

４ まとめ 

リワークプログラムでのMCTの活用により休職者が自

己の認知や感情に対する深い理解を持ち、それを基に適切

な対処法を選択できるようになることで、実際の職場復帰

後の高ストレス状況においても再発を防ぐことが可能とな

る。今後は、MCTを取り入れたリワークプログラムのさ

らなる発展と、その実践における効果の検証が求められる。 
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